
 

 

 いつもお読みいただきありがとうございま

す。吹田市議会議員いそがわ ゆかです。 

  平成27年5月27日より、市民の皆さまから

市政をお任せいただき、早くも4年が経ちまし

た。この4年間の市議会活動については、毎議

会ごとの議会だよりはじめ、HPやSNS等でも

発信をしてまいりました。市民の皆さまに少

しでも吹田市政に関心を寄せていただけるよ

う様々な取組に挑戦をしてきました。また、

市議会内会派については、はじめは「吹田い

きいき市民ネットワーク」という一人会派に

て活動をしていましたが、市政の是正をより

図るため、平成3０年5月

定例会より、「市民と歩む

議員の会」にて活動をして

います。これからも市民の

自由と権利が尊重され、住

民主体の市政が実現される

ようさらに全力で取り組ん

でまいります。 

 いそがわゆか、市議会議員１期目最後の平

成31(2019)年2月定例会の議会報告です。

（詳細は議事録・HP等をご覧ください） 

 これからもよろしくお願いします。 

 

この議会便りは政務活動費（公費）で印刷しています。 

55,000部発行 1部当り4.6円 

令和元（2019）年５月下旬発行 吹田市議会会派 

～中核市移行申出について（なぜ反対なのか）～ 

 中核市の指定に係る申出について、「市民と歩む議員

の会」のわが会派は反対の意を示しました。 

 今回の中核市移行申し出議案に対する反対理由につ

いて、丁寧にお伝えしたいと思いますので、以下に、私の

発言しました反対討論をほぼ全文を掲載します。少し長い

ですがぜひ、お読みください。 

 【反対討論】中核市移行については、平成28年3

月議会の市長の施政方針以降、約３年間、わが会

派の各議員が、市民参画、手続の違法性等、様々

な点から、質問・指摘をしてきました。また、これまで

に複数回、市民の皆さまとの意見交換やタウンミー

ティング等も実施してきました。 

  市は、移行のための計画として出されていた平成

28年度中に機運の高まりとたくさんの理解を得た根

拠なく、どんどん進められてきました。市長は、はじめ

から「市民にご理解いただけなくても進める。」という

ような主張もされており、その原因は、市民の声を聞

く気がない市長の姿勢によるものでした。 

 中核市制度そのものについては、外部監査

委員や行政改革を進めることことができる点

などは期待する面もありますが、これには、移

行前の周到な準備が必要です。 

 この３年間の議論では、どんな質問をしても、とに

かく大阪府の事業引継ぎを行うことから始めるという

答弁に終始しており、中核市になってどんなビジョン

があるのか、また、市をどんな組織にしていきたいの

かという点に大きく欠けていると言わざるをえません。 

 なお、中核市移行にかかるパブリックコメントを終

えるまでに一億円近く支出するなど市民の声を聞く

気がないことは明らかであり、手続面で法令上問題

があるといえます。さらに、市は、寄せられたパブリッ

クコメントの公表を議会での答弁も拒否されました。

（平成30年9月いそがわ個人質問時）考えられない

由々しき事態です。 

 私たちは、権限委譲自体を否定してい

るものではありませんが、この大きな政策

を実現するには、多額の費用と職員の意

識改革が必要不可欠であり、それには、適正な手続

きを踏んで、市民の方々が理解納得される時期が

望ましく、現段階では、まだまだ不足しており、容易に

将来世代に負担を強いることはできません。 

 実際、今年度に入り、住民監査請求や住民投票

の請願など、市民からも警告を鳴らされている実態

です。また、我が会派としては常任委員会におきまし

て「継続審議」を求めましたが、ご理解いただけませ

んでした。これまでの市の進め方は、余りにも市民を

冒涜しているとしか言えず、現在の吹田市のトップの

姿勢がよく表れているといえます。 よって、中核市

移行申出については、現時点におきましては、不十

分な点が多く、適正な手続きのもと提出されている

市民意見を十分に尊重・検討し、継続的に検討する

ものであると考えるため、賛同できかねます。 

≪平成31年(2019年)2月定例会より≫ 



 

 

 

～北千里小学校跡地複合施設＆北部消防庁舎等複合施設について～ 

市民の声や理解は関係なし⁈結論ありきの中核市移行は慎重審議へ!! 

【いそがわゆか会派代表質問】 ※詳細は議事録およびHP等をご覧ください。 

【五十川】平成28年度中に、市民、議会における

機運の高まりと理解を得た後に中核市移行を表

明するとなっていた。年度中に実施した中核市

に関する内容についてお示しください。 

【中核市移行担当理事】中核市移行準備

に係る庁内検討会議にて内容確認と課

題整理や検討した内容について特別委

員会で説明。市民向けにはホームペー

ジにて、中核市制度や移行によるメ

リット、財源などについて発信した。 

【五十川】お答えには市民の方々の機運の高まり

と、たくさんの理解を得た根拠がございません

でした。（市の答弁からは、機運の高まりの有

無や市民理解の有無は関係なく、初めから2020

年度中核市移行ありきで進められてきたことが

分かります。それを意図する市長発言も有。） 

【五十川】中核市による効果として、第１に挙げ

られている吹田市の保健行政を独自性のあるも

のにしていくというのであれば、具体的なビ

ジョンはあるのか。正直ここに来ても、中核市

移行計画を見てもそのビジョンは何も見えてき

ません。明確にお答えください。 

【健康医療部】保健行政のビジョンについて、具

体的には、市が保健所を設置し、大阪府と市、

両方の機能をあわせ持つことにより、市民サー

ビスの向上を図るとともに、医師等の専門職に

よるきめ細かな相談、指導を通じ、市民の健康

の保持増進に向けた取り組みを支援していく。  

 また、保健医療行政における監視、指導に関す

る権限や専門性を獲得することにより、本市の

有する健康医療分野の高いポテンシャルを最大

限活用した健康、医療のまちづくりをさらに推

進し、健康寿命の延伸の実現を目指す。 

【五十川】吹田市独自の具体的なビジョンは？ 

【健康医療部】大阪府からの業務をしっかりと引

き継ぐことを最優先として考えている。一定の

経験を積んだ段階において、独自施策にも取り

組んでいきたい。 

【五十川】事務の引き継ぎ等につ

いては当たり前であり、市独自

のビジョンとは次元の違う話で

す。ご答弁からは、独自性に欠

けることがよくわかりました。 
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 これまでに複数回、市民の皆さまとの意見交換やタウンミーティング等を実施してきました。

ご参加いただきました皆さま、貴重なご意見をありがとうございました。以下、質問です。 

【五十川】北部消防庁舎等複合施設基本計画につ

いて平成30年6月に一度のみ市民説明会をした後、

計画案を同年12月に提示した。パブコメも１通２

件のみと、市民の関心が薄く、市が積極的に市民

から意見を募ろうという意識が感じ得ない。この

施設建設に市民意見は必要ないのか。 

【担当理事】周辺地域住民への説明とパブコメを

実施した。（手続きは踏んでいるという主張） 

【教育監】平成31年2月に子どもたちにアンケート

を取った。（時期的に事後調整状態です） 

【五十川】移転予定の中消防署と適応指導教室の

跡地利用については、市民ニーズを把握するの

か？ 

【教育監】両関係部署と調整・検討をする。 

【五十川】９月議会以降、わが会派等の指摘をし

てきたこと等を踏まえて、どのような市民の方に

対して、市民の声を聞く機会を設けようとしてい

たのか、あるいは設ける予定にしているのか、こ

れまでの市民の要望等をどう認識しているのか。 

【都市計画理事】市民の方々の要望は、拙速に進

めず、十分に市民意見を聞いた施設整備であるこ

とという認識をしている。４月以降は、市民意見

を聞く場を持ち、基本計画の策定を進めていく予

定である。 

 また、公民館、図書館、児童館という特定の施

設を前提に、市民意見や業者提案、学生などにそ

の使い方や求める機能について意見を聞くことに

変わりはない。 

皆さんのお声を!! 



 

 

○総合運動場トラック・フィールド改修工事請負契

約の締結について 

・総合運動場トラックの利用停止は4月からで、利

用の再開は約１年後であるが、これまでの協議経過

などについて市民や利用者へ周知不足ではないか。 

○文化会館改修工事請負契約の締結について 

・重ねて、改修に伴うバリアフリー化について、契

約は決まったとしても、事業者と協議を行い、工事

内容を最大限可能な限り、障がい当事者の方々の

希望等に沿ったバリアを除くよう求めた。（障害

者差別解消法・劇場法等より） 

○スポーツ推進基金の使途について 

・スタジアム内の看板掲示よりも市内にラッピン

グバスを走らせるほうが効果的であるのではない

か等基金の使い道について指摘。 

○市政80周年事業について 

・実施目的の明確化と市民参画の重要性等を指摘 

◎留守家庭児童育成室について 

・子どもの放課後の居場所として大切な場所。質

の確保はもちろん、入室待機児童の懸念もあるた

め、全国の他市町村の研究を早急に行うよう指摘。 

◎旧西尾家大規模改修について  

・積立基金の他の文化財への適用の必要性について 

・改修に伴う11年間の閉鎖における市民ボランティ

アの方への説明・対応について適切に行うよう指摘 

◎千里丘北小地域への公民館設置の必要性について 

・地域コミュニティ形成のために必要ではないか 

 

小中学校の既存不適格への対応を優先すべき！/勤務時間中の職員の居眠りの処分件数なしの理

由は⁈/現市長になってから障がい者の方々などの補助金を削る一方で、部長級職員の給料の支

払額が1.4倍以上、副市長の給与が約1.2倍、市長の給与が約1.5倍になっている事実について/職

員の政治的関与について/吹田市情報公開条例及び吹田市個人情報保護条例について適正な運用

に向けて（訴訟の件数からわかる吹田市な不適切な対応等）などの詳細については市議会ＨＰにて 

その他議会質問について… 

 ≪一般会計平成31年度当初予算および一般会計

平成30年度補正予算について≫ 

・まず、骨格予算とは、「法令などに基づく義務

的経費、既存施設の維持管理費、既に債務負担行

為を設定している事業費、継続費を設定している

事業費などを最低限計上した予算」です。しか

し、改選期前にもかかわらず、その前提にふさわし

いとは言い難い事業も多く計上されている。 

・これまで重度障害者の方が利用される施設に支出

されてきた日中活動重度障害者支援事業補助金を年

度途中に方針変更し削減したため、平成30年度にお

いて不用額を発生させた。行政の勝手な都

合で年度途中に事業補助を変更したことは

これまでもない話で、突然の年度途中の方

針変更に対する市民理解はまったく得られていな

い。 

・わが会派は、平成30年度の年度途中変更に断固抗

議するとともに、平成31年度当初予算においても、

平成30年度当初と同額計算が妥当であり、このよ

うな当事者はじめ市民置き去り体制の予算編成につ

いては、到底賛同できない。以上の理由を述べて、

予算案に反対をいたしました。 

◎なお、平成31年度当初予算においては、中核市移行

に関連する数々の予算や消費税増税分についても増税

前提にて計上されています。また、消費税増税にともな

う、プレミアム付商品券（対象者限られる）事

業も他市と同時期に実施予定のため平成31

年度補正予算として追加提案されました。 

～平成31年度当初予算および平成30年度補正予算の反対討論について～ 

～文教市民常任委員会および予算常任委員会等～ 

 質問の詳細については、吹田市議会ホームページで「２月定例会本会議」の録画映像がご覧いただけます。（平

成30年９月定例会からはスマートフォンでもネット中継を見ることができるようになりました！！ 

これまでよりも確実に画面が見やすくなってます！どうぞ、ご覧くださいませ。） 

 アドレス http://www.discussvision.net/suitasi/index.html もしくは、『吹田市議会』で

検索してください。 

 吹田市の行政サービスを提案するのは市長ですが、こ

の予算やきまり等を決めているのは議会です。そして、

36人の議員を選んでいるのは、選挙民である吹田市民の

皆さまお一人お一人です。皆さまの行動等で市のサービ

スが決まると言っても過言ではありません。(主権在民) 

「民主的な市政の実現を！」と後藤市長は言われている

ので、今ある「制度」を最大限活用し、足りないことは

条例改正等の手続きを要求するな

ど、ぜひ、市政へ参画を!いそがわゆ

かは市民お一人お一人の皆さまの市

政への関心を高め、市民にやさしい

議会・行政となるよう引き続き努力

します。 



 

 

 

  

平成３１年２月議会の主な議案・意見書採決表（抜粋） 

    1 2 3 4 5     1 2 3 4 5     1 2 3 4 5 

市民と歩む議員

の会 

五十川有香 × × × × ○ 
大阪維新の会   

井口 直美 ○ ○ ○ ○ × 
大阪維新の会   

斎藤 晃 ○ ○ ○ ○ × 

池渕佐知子 × × × × ○ 橋本 潤 ○ ○ ○ ○ × 榎内 智 ○ ○ ○ ○ × 

梶川 文代 × × × × ○ 

吹田翔の会   

川本 均 議長 

吹田新選会  

石川   勝 ○ ○ ○ ○ × 

馬場慶次郎 × × × × ○ 澤田 雅之 ○ ○ ○ ○ ○ 後藤 恭平 ○ ○ ○ ○ × 

無所属ｸﾗﾌﾞ 生野 秀昭 ○ ○ ○ × ○ 山本 力 ○ ○ ○ ○ ○ 足立 将一 ○ ○ ○ ○ × 

公明党 

浜川 剛 ○ ○ ○ ○ × 

自由民主党絆

の会  

 泉井 智弘 ○ ○ ○ ○ × 

日本共産党 

山根  建人 退 × 退 × ○ 

矢野伸一郎 ○ ○ ○ ○ × 澤田 直己 ○ ○ ○ ○ × 倉沢 恵 退 × 退 × ○ 

井上真佐美 ○ ○ ○ ○ × 白石 透 ○ ○ ○ ○ × 竹村  博之 退 × 退 × ○ 

野田  泰弘 ○ ○ ○ ○ × 里野 善徳 ○ ○ ○ ○ × 塩見みゆき 退 × 退 × ○ 

吉瀬  武司 ○ ○ ○ ○ × 藤木  栄亮 ○ ○ ○ ○ × 柿原  真生 退 × 退 × ○ 

小北  一美 ○ ○ ○ ○ × 奥谷  正実 ○ ○ ○ ○ × 玉井美樹子 退 × 退 × ○ 

坂口  妙子 ○ ○ ○ ○ × 松谷 晴彦 ○ ○ ○ ○ × 上垣  優子 退 × 退 × ○ 

 報告案件：３件、条例案件１３件、単行事件９件、一般会計補正予算等２３件、市会議案件５

件について審議をしました。その他の議案等詳しい議論は、ホームページ等をご覧ください。 

１：議案第２０号   中核市指定に係る申出について                賛成２４：反対  ４：退席 ７ 可決 

２：議案第２２号  平成31年度吹田市一般会計当初予算について  賛成２４：反対１１：退席  ０ 可決 

３：議案第  ４号    吹田市一般職の職員の給与に関する条例及び吹田市職員の定年等に関する条例の一部を改 

                    正する条例の制定について                    賛成２４：反対 ４：退席 ７ 可決 

４：議案第３２号    平成30年度吹田市一般会計補正予算（第8号）  賛成２３：反対１２：退席 ０  可決 

５：市会議案第２号  国民健康保険の被保険者負担軽減のため、政府に公費増額を求める意見書  

                                 賛成１４：反対２１：退席  ０ 否決      

<６月臨時会・７月定例会の日程予定> 

６月３・４日(月・火) 本会議（役員選考） 

６月１０日(月)      本会議（討論・採決） 

７月１１日(木)        提案説明 

７月１８日(木)～２３日(火)   一般質問 

７月２３日(火)～２９日(火)     各常任委員会 

７月３０日(火)予算常任委員会（討論・採決） 

８月2日(金)         討論・採決 

 ７月定例会の一時保育対象日

は、７月１８日～２３日・８月

２日の予定です。申し込みは対象

日の３日前まで。詳しくは議会事

務局(TEL：06－6384-2644)

までお問い合わせください。 

  な お、手 話 通 訳 派 遣 に つ い て も 議 会 事 務 局

(mail:gikaisyom@city.suita.osaka.jp, 

FAX：０６－6338－0920)までお問い合わせく

ださい♪ 

 ４月に統一地方選挙を終え、約１か月が過ぎ、新たな任期を迎えま

す。「市民と歩む議員の会」は、平成30（2018）年5月より４人で会派を

組んできましたが、平成31年（2019）年3月の梶川文代氏の辞職によ

り、池渕佐知子議員、馬場慶次郎議員、五十川有香の３人にて市議

会内会派としての活動を継続します。 

 引き続き、市民の皆さまのお声を市政へ届け、市民本位の市政実現

に向けて邁進します。これからもどうぞよろしくお願いします。 

※前回の議会だより（11月議会）の議決結果につきまして一部記載誤りがございました。謹んでお詫び申し上げます。 

 訂正版は、いそがわゆかホームページにて掲載いたしております。 

mailto:gikaigiji@city.suita.osaka.jp

